
 令和2年度当初予算　予算要求シート
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【目的】

【内容】

【経過（～元年度）】 【2年度】 【今後予定（3年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：
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事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 元年度予算 2年度要求額 内容・積算等

期間

令和2年度要求額平成30年度決算額

債務負担行為

新規・拡充

要求額（千円）

事業

概要

起業・創業をめざしている人及びインキュベーション施設（さ
かい新事業創造センター〈Ｓ－Ｃｕｂｅ〉、）に入居する起業家
やベンチャー企業、中小企業等の新たな事業活動を支援し、
地域経済の発展に資することを目的とする。

１．イノベーション・アクセラレート・プログラム（さかいスタートアップアクセラレーション事業）
①若者・学生向け創業機運醸成（拡充）
大学生を含む概ね30歳未満を対象に創業機運の醸成やビジネスプラン化を支援する。
②ゼロ→イチ起業支援（新規）
若者向けに、ビジネスに必要となる実践的なプログラミング講座の開催や、サポーター（先輩起業家）による事業
プランへの助言、経験談の共有等によるメンタリングを実施。
③アクセラレーション（新規）
・資本戦略などの経営実務に関する講座や専門家による個別相談を実施。
・マンツーマンによる事業計画のブラッシュアップを行う。
２．インキュベーション事業（さかいスタートアップアクセラレーション事業）
入居企業に対してインキュベーションマネージャーによる総合的な経営支援を実施するとともに、プレゼンテーショ
ン機会等の提供により、資金調達やアライアンスを支援する。
３．産学連携によるスタートアップ支援実証事業（新規）
市内企業のスタートアップ支援ニーズや大阪府立大学等の大学発シーズを発掘し、産学連携による新事業の創
出を図る。
４．入居者支援補助
S-Cube入居者に対し、賃料の一部を補助し、創業や新規事業展開等を促進する。

市内経済の活性化を図るため、とりわけ産業支援拠点、大学等の
集積する中百舌鳥エリアにおいて新規創業を促す。具体的には引
き続き若者中心とした起業への意識醸成や、事業プランの昇華に
向けたプログラムを実施する。また、テック（研究開発）系スタート
アップ創出に向け、大学発のシーズや市内企業によるスタートアッ
プ支援ニーズを発掘することにより地域ポテンシャルを明確化し、域
内外での連携可能性を模索する。
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合計 82,947 96,947

その他　特記事項

若者を対象とした事業を実施
する。また成長意欲のある起
業家に対して成長を促す集
中支援を実施する。

継続実施し、広域的な連
携も視野に新事業創出に
つなげる。

スケジュール（経過及び今後展開）

若者を対象とした事業を継続し、
成長支援も含めて強化する。ま
た産学連携によるスタートアップ
創出の機運醸成を行う。
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